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第４章 交通事業の将来の事業環境と課題 

 

１ 将来の事業環境 

（１）函館市の将来人口 

 函館市人口ビジョンでは，今後も本市の人口は減少傾向が続く見通しとなっ

ており，本ビジョンの計画最終年である平成38年の推計人口（中位）は230千人

となっています。 

 

【函館市の将来人口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）乗車人員と乗車料金収入の見通し 

 北海道新幹線の開業による観光客等利用者の増加により，平成28年度の乗車

料金収入は対前年比で増額となる見込みですが，その後は人口の減少などによ

る市電利用者数の減少により，長期的には乗車人員や乗車料金収入は，減少し

ていくものと予測されます。 

 

【乗車人員と乗車料金収入の見通し】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

H18 H21 H24 H27 H30 H33 H36 H39 H42 H45 H48 H51 H54 H57 H60 H63 H66 H69 H72

（千人）

計画期間 
平成 29～38 年度 

230 千人

￥￥￥￥￥

￥￥￥ 

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

乗
車
料
金
収
入

乗
車
人
員

乗車人員 乗車料金収入（税抜）

（百万円）（千人）

（千人） 



24 

 

２ 将来の課題 

 本市の交通事業は，これまで人口減少などに伴う乗車料金収入の減少によっ

て，厳しい経営状況が続く中，経営計画に基づき健全化に向けた各種対策を実施

してきました。 

 今後においても本市の人口は減少が見込まれており，これに伴って乗車料金

収入も減少が見込まれます。 

 このため，将来にわたって路面電車を維持していくため，引き続き輸送の安全

確保に向けた各種対策を行うとともに，より一層の利用促進を図ることで必要

な収入を確保していくことが重要な課題となっています。 

 

 

路面電車開業100周年記念セレモニーの様子（平成25年６月29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


